
                                         
                               
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋になり拓桃さんの畑のお芋は？と、気になる季
節がやってきました。皆さんがいっしょうけんめい
水をやっていた姿が、とてもかわいかったです。 

今年はボランティア活動とお芋掘りの曜日が合わ
ず、窓ガラスにお芋掘りの壁画を貼って応援させて
もらいました。皆さんから心温まるメッセージをい
ただき、とても感動しました。有難うございます。 

宮城県仙台市青葉区落合４丁目 3-17. 宮城県立こども病院 ボランティアゆりかご 広報委員会 

■職員との意見交換会が５年ぶりに開かれた。職員
２３名、ボランティア１８名の計４１名参加。10 月
２５日愛子ホール。■日ごろ活動中に感じている疑問
や課題などを、５つの班に分かれ意見を述べあった。 

■コロナ禍のために、中止しているきょうだい児の
お預かりや移動図書「ぽっかぽか」、入院患者の学習
支援などの復活を願う声が聞かれた。■一方で声が聞
きとれない、時間が短かった等の声もあった。 

■こども病院の理念である「元気のでるファミリー
ホスピタル」。子どもの成長をあたたかく見守る一員 

として職員、ボランティア各々の立場から熱心に話しあ
った。■終了後回収のアンケート（３４件）集計では、
双方から「大変有意義な会だった」の声が多数あげられ
た。■おもな意見や感想を要約して抜粋した。（左表） 

 

日本病院ボランティア協会

(本部大阪)より、1000 時間

受賞の皆さまに感謝状とバッ

ジが送付されました。   

宮城県立こども病院の授賞

対象者は７名です。（表） 

活動表彰 1000 時間 

Vol.  
2024年 
12月号 

▲身をのりだして意見に聞き入る参加者 

11 月 13 日、第 3 回こども病院芸術祭のオープニ

ングを飾って、5 年ぶりに「まほうの広場コンサー

ト」が開催されました。院長先生の開会宣言のあと、

クラリネットやマリンバの音がホールに流れ、時には

外来に集まった人々の手拍子もあり、〝あぁ、この音

この感じ”と懐かしさと喜びがこみ上げてきました。

芸術祭会場となった愛子ホールには、学童が東北六大

祭りをテーマにして作成した力強い作品や、保育士さ

んが入院患者さんと一緒に作成した作品、ボランティ

アさんや職員の作品がたくさん展示され、3 日間で

400 人以上の来場がありました。日常が戻ってきて

いるなぁと幸せな気持ちになりました。  

みなさまもどうぞ穏やかな気持ちで新しい年をお迎

えください。 

 
 

ボランティアコーディネーター 大町 千鶴 

こども病院芸術祭を終えて            

氏名(敬称略) 時間数

櫻井　光雄 1,208

岩崎　裕子 1,084

徳永美矢子 1.078

本間　裕子 1,052

川上　千尋 1,030

中辻　晶子 1.022

青沼　孝子 1,005

〜今年の 
お芋は〜 

職 員 の 声 ボランティアの声
○きょうだい児お預かり希望 ○図書館の利用増の促進策を

○移動図書ぽっかぽかの再開 ○職員方の仕事内容を知れた

○入院患者の学習支援復活も ○別の曜日開催を希望したい

○ボラ活動動機や内容を知れた ○図書館宣伝のポスター掲示を

○直接思いを伝える良い機会だった ○茶話会的な和やかな雰囲気も良いかも

○職員間の挨拶コミュニケーション不足 ○グループ内の話しが聞きづらかった

○声が届きにくく会場配置にひと工夫を ○１時間では少々時間切れの感あった

○話しあう時間が短かく感じられた ○ボランティアの参加増を促したい



 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

▶イルミネーション作業 
中の薄井さん（20 号で紹 
介 ） 今 年 は 色 電 球 と 何 か が 増 え て い
る！？点灯が楽しみです（E）▶久しぶり
に院内に音楽が帰って来ました。とても
楽しい芸術祭でしたね（Y）▶５年ぶりの
職員との意見交換会、熱気を想像しなが
ら次回こそは参加！（J）▶対面して意見     

を交わす大  
切さを痛感
した意見交 
換会でした

（M） 

❶

開催時期 行　事

12月上旬
ドナルド・マクドナルド・
ハウス せんだい見学

12月24日 クリスマス会（〜25日）◎

2025年
2月25日

第2回
ボランティア運営部会

3月14日 ボランティア感謝状贈呈式

開催未定 外部講師の講演会②

今期見送り 他施設見学会

◎：病院行事への参加

イベントアート
水曜の午前と午後、木曜 
午前の３チーム。季節ご 
とに工夫をこらした作品 
を毎月制作、各プレイル 
ームに展示しています。 

上 : 「クリスマス」(水曜午前)  
中 : 「お月見」(水曜午後) 
下 : 「秋」(木曜午前) 
 

幸運はこぶ 
贈りもの   

図書館をもっ
と利用していた
だけるよう案内
板を置きました 

新しい年が益々運気をあげ、福を呼びこみ希
望の一年であるよう祈念して、子ども達へ長
年続けてくださる心温まるギフトです。 

▲「ジャンボリミッキー」他、きょうゆうプロジェクトの皆さん  

 年の瀬が迫るこの時期 
に、入院中の子どもたち 
へ素敵なプレゼントが届 
きます。それは干支をモ 
チーフにした、可愛い絵 
柄の「縁起ものタオル」です。 
贈り主は静岡県三島市でギフト用品業

を営む小島善明さん。 

▲ボランティアの作品 

▲東北六大祭り 子どもたちの作品 


